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 第1２期 生涯学習推進委員会議がスタートしました！ 

5月２９日、第1２期生涯学習推進委員会議が発足し、委員 1４名で新たに出発しました。 

会長には日本大学文理学部教授の佐藤晴雄氏、副会長には早稲田大学教育・総合科学学術院教授の前

田耕司氏にご就任いただきました。第 1２期の第 1 号である今号は、委員の皆様のご紹介を中心にお

伝えします！ 

 

 

 

 石川区長 挨拶   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 12 期 生涯学習推進委員 

任期：平成 30 年 5 月～平成 32 年 3 月（敬称略） 

会長 ※佐藤 晴雄 日本大学文理学部教育学科教授 

副会長 ※前田 耕司 早稲田大学教育・総合科学学術院教授 

委員 

細野 修一 千代田区専修学校各種学校協会会長 

滝本 眞紀子 昌平評議会コミュニティスクール運営委員会 

鈴木 やす代 千代田区障害者共助会 

清水 昌代 
千代田区社会福祉協議会 
ちよだボランティアセンター長 

野田 健一郎 ちよだ文化連盟事務局長 

※尾上 好美 千代田区スポーツ推進委員協議会 

※木村 由香 千代田区青少年委員会 

※市川 良幸 東洋高等学校教頭 

※額賀 聡 千代田区立麹町小学校校長 

福山 伸隆 公募委員 

大串 宣代 公募委員 

及川 早苗 公募委員 

※は社会教育委員兼任 

皆さまご多忙のところ、生涯学

習推進委員をお引き受けいただき

まして、誠にありがとうございま

す。 

生涯学習推進委員会議の提言を

受け、平成 28 年度からちよだ生涯

学習カレッジがスタートし、７月

には第１期生 25 名が卒業を迎えま

す。第 11 期の生涯学習推進委員会

議からは、ちよだ生涯学習カレッ

ジの卒業生を各種懇談会や委員会

で活用してほしい等、様々な提言

をいただいておりましたが、現在、

区としてその施策化を着実に進め

ているところです。 

また、10 月からはちよだ生涯学

習カレッジの２コース目の学科と

して「千代田まちマイスターコー

ス」がスタートします。千代田区

で学びの輪が広がり、千代田区が

よりよいまちになっていく事に繋

がると考えています。 

区では様々な生涯学習事業を実

施しておりますが、生涯学習推進

委員の皆さんに点検・検証してい

ただきつつご意見を賜る事で、具

体的な施策に繋げていきたいと思

います。２年間、どうぞよろしく

お願いいたします。 
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【佐藤会長】 

会長を務めさせていただく事になりました佐藤と

申します。勤務先は日本大学文理学部で、社会教育

を専攻しております。生涯学習推進委員会議は第８

期から務めさせていただいており、今年で９年目と

なります。２年間どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

【前田副会長】 

 千代田区の隣の新宿区にある早稲田大学から参り

ました、前田と申します。千代田区は在外公館が多

く、国際都市です。東京 2020 オリンピック・パラリ

ンピック競技大会に向け、益々千代田区への期待は

高まっていると感じています。専門は国際教育と多

文化教育ですので、その観点から千代田区の生涯学

習の推進に少しでもお役に立ちたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【滝本委員】 

昌平評議会コミュニティスクール運営委員会から

参りました、滝本と申します。昌平評議会コミュニ

ティスクール運営委員会からは第11期の生涯学習推

進委員として松井委員が務めておりましたが、今回

私が引き継ぐ形となりました。わからない事も多々

あると思いますが、自分も学ぶつもりで頑張りたい

と思いますので、どうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

【鈴木委員】 

 千代田区障害者共助会の代表としてまいりました、

鈴木と申します。障害者の方が生涯学習に関わる機

会は少ない面もありますが、障害者の立場からの生

涯学習を見直していきたいと思います。第 11 期から

の引き続きの参加となりますが、引き続き勉強して

いきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

 

【清水委員】 

千代田区社会福祉協議会ちよだボランティアセン

ターの清水と申します。千代田区内でボランティア

をやりたい方と募集したい方の縁結びのような調整

と、企業の方や学生の方に対して福祉活動のきっか

け作りを行う部署におります。どうぞよろしくお願

いいたします。 

 

 

【野田委員】 

ちよだ文化連盟の野田です。九段生涯学習館を会

場として実施されている作品展の中で、約 20 団体が

活動をしていますが、昔と比べて活動が落ち込みつ

つあるので、活性化に向けて取り組んでいます。よ

ろしくお願いいたします。 

 

 

【尾上委員】 

千代田区スポーツ推進委員協議会からまいりまし

た、尾上と申します。よろしくお願いします。今回

から初めて参加させていただきます。スポーツ推進

委員の活動としては、ニュースポーツとして６月３

日に開催するグラウンドゴルフの大会に向けて取り

組んでいるところです。スポーツを含めた生涯学習

という視点で、勉強していきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

 

 

委員自己紹介 
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【木村委員】 

 千代田区青少年委員の木村と申します。青少年委

員としては、ひがた探検隊や成人の日のつどいのお

手伝いをしております。第 11 期から引き続き、よろ

しくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

【市川委員】 

東洋高等学校の市川と申します。前任で第 11 期の

和洋九段女子中学校高等学校の吉田委員から引き継

ぐ形で、今回初めて参加させていただきました。普

段は教える側ですが、教えるより学ぶ方が絶対楽し

いと思っておりますので、色々な事を学びたいと思

います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

【額賀委員】 

小学校校長会から参りました、麹町小学校校長の

額賀と申します。この会に出された内容等につきま

しては定例の校園長会にて責任を持って配信をさせ

ていただきながら、各小学校校長も自校の教育に生

かせるように努力していきたいと思います。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 

 

【福山委員】 

 福山と申します。３年前に実施されたちよだ生涯

学習カレッジのモニターコースに参加しておりまし

た。今回は立場を変えて、何らかの貢献が出来れば

と思いまして、公募に応募いたしました。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 

 

【大串委員】 

 大串と申します。ちよだ生涯学習カレッジの第１

期生であり、卒業を７月に控えて現在学んでいると

ころです。ちよだ生涯学習カレッジの学生が色々な

場で活動する形の１つとして、公募に応募させてい

ただきました。学びの中で皆様とご一緒に生涯学習

推進委員として参加させていただきたいと思ってい

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

【及川委員】 

 ちよだ生涯学習カレッジ第１期生の及川と申しま

す。間もなく卒業を迎えます。生涯学習の中で、ど

のように活動を発展させていく事ができるか学んで

いきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 

※細野委員はご欠席でした 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生涯学習推進委員会議は、生涯学習施策の効果

的な推進を図るため、平成８年４月に発足した

制度です。学識経験者、生涯学習関係団体代表

者、区内の学校長、公募の区民から構成され、

区に対して意見や提言を行っています。 

 

 第 12 期の任期は、平成 32 年３月までの２年間

で、全 10 回（年間５回程度）の会議を予定して

います。 

 

 第 11 期生涯学習推進委員会議（平成 28 年５月

～平成 30 年３月）では、「学びを紡ぎ地域を結

ぶネットワークづくり」をテーマとした提言を

区に対して行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習推進委員の役割について 
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「東京 2020 オリンピック・パラリンピックと多文化・民族共生のまちづくりを進め

る生涯学習」 

 
前田耕司（早稲田大学教育・総合科学学術院教授） 

 

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会の開催が２年後に迫っている。東京 2020 大会の

開催に向け、「語学ボランティア」育成講座など外国人の「おもてなし」を企図した生涯学習・社会

教育が首都圏だけではなく全国各地の観光地で展開している。 

いっぽう、北の大地の生涯学習の取り組みはあまり知られていない。2014 年の閣議決定を受けて、

アイヌ民族の文化等の復興等を図るために、「民族共生の象徴となる空間」（象徴空間）が 2020 年の

一般公開に向けて、北海道白老郡白老町で整備が進められているのだ。象徴空間は、国立アイヌ文化

博物館および国立民族共生公園の設置の２つが柱だが、内なる国際化（多文化・多民族化）の問題に

目を向ける貴重な学習機会の提供になることはいうまでもない。具現化すれば、民族を越えて人と人

が「つながる」ことでアイヌコタン※や地域住民のエンパワーメントが可能となり、多文化・民族共

生のまちづくりが進められるであろう。 

オーストラリアに目を転じてみれば、18 年前、シドニー大会の開会式の聖火台点火者に、先住民

族アボリジニの選手キャシー・フリーマンが抜擢された。民族共生への祈りを世界に印象づける演出

であった。さて東京 2020 大会では、開会式のセレモニーをどのようにプロデュースするのであろう

か。  

※アイヌコタン：アイヌ民族が暮らす集落のこと 

リレー随筆 
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